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表 紙 の 写 真
小学校の給食に　カニとシジミ

学校給食に中海圏域の特産食材を使用する
取組みがはじまりました。福生西小学校（上
２段）、成実小学校（下２段）にご協力いた
だき、カニやシジミをおいしそうに食べる
１年生の子どもたちの様子を撮影させていた
だきました。
関連記事：Ｐ７「情報クローズアップ」



米子市安心・安全情報
ネットワークのご利用を！ 

米子市では、住民パワーをいかした防犯・防災活動などに幅広く対応
するため、市民の皆さんがインターネットや携帯電話などで、地域の
安心・安全情報を共有できるネットワークを提供しています。
このネットワークの「全市掲示板」で、不審者情報、事件情報、米子市
からの防災行政無線の放送内容などの情報を知ることができます。ま
た、緊急性、有効性のある情報については、希望してメールアドレス
を登録された方へ情報配信しています。
なお、学校、自治会、防犯・防災活動を実施されている団体などが、
独自に入手した情報等をグループ内の利用者だけで閲覧できる掲示板

（グループ掲示板）の利用も促進していますので、お気軽に防災安全課
にご相談ください。

▼パソコンから…http://anshin.yonago-city.jp/Community/

▼携帯電話から…http://anshin.yonago-city.jp/Community/mobile/
＊いずれもＣｏｍｍｕｎｉｔｙの『Ｃ』のみ大文字です。
＊米子市のホームページからもアクセスできます。
■問い合わせ　防災安全課（☎２３－５３３７）

上後藤二区自治会
「上後藤二区自治会いこいの広場整備事業」
　自治会内の高齢者のひきこもりを防止し、元気な老
人のためのスポーツ並びに健康増進をより一層図るた
めに、会員の手づくりでレクリエーション広場を整備
しました。安全性も考慮して全面芝生化にしました。
雑草にも強い野芝を採用し、タテ×ヨコ 30㎝間隔
の筋目に沿って芝苗 2,000株を自治会関係者と子ど
もたち（保護者を含む）で植付けました。ボランティ
アによる芝生管理によって自治会員の親睦が図られ、
会員相互の理解と団結心の強化が期待できるものと考
えています。
　もうすぐ緑のジュー
タンで覆われた「いこ
いの広場」は完成しま
す。スポーツや遊びに
汗を流す老若男女が集
う広場を目指して、自
治会員で作り挙げていくつもりです。
◆問い合わせ　上後藤二区自治会
　　　　　　　石本さん（☎２９－８６２３）

NPO法人　えがおサポート Leaf & CHUCHU
「えがおショップ＆

母のための手づくり教室開催事業」
　私たちは湊山公園にある『子育て情報ス
テーション CHUCHU』の中で、主婦の手作
り雑貨を並べる『えがおショップ』を運営し
ています。ショップ運営にご協力していただ
いている作家さんを講師にお招きして、「まつ
ぼっくりのツリー」「ステンドグラス」「消し
ゴムはんこ」「パワーストーンのストラップ」

の手作り教室を４回開催しました。託児も設けて小さなお子さ
んをお持ちのお母さんにもたくさん参加していただきました。
普段は子どもの世話が優先し、なかなか自分のための時間が持
てないお母さん方にリフレッシュしていただき、笑顔がいっぱ
いの時間を共有することができました。『えがおショップ』は、
毎週水・木・金曜日、第２・第４土曜日、いずれも 10 時から
15 時までオープンしております。心が癒

いや

される温かいお店で
す。ぜひ遊びにいらしてください。
◆連絡先　えがおサポート Leaf & CHUCHU　代表　中村幸恵
さん（☎０８０－１６４１－９９５６）、子育て情報ステーション
CHUCHU（☎３３－４１２２）

まちづくり特集　みんなのまちづくりを紹介します
米子市では、平成18年度から「米子市まちづくり活動支援交付金制度」を実施しています。この交付金を使って、
市内ではさまざまな「まちづくり活動」が行なわれています。皆さんの地域で困りごとはないですか？
問題解決のために、地域で何ができるか考えてみませんか？　地域を活性化するために、一人ひとりの得意なこ
とを集めて、簡単にできることからはじめてみましょう。今回は平成21年度に実施された「米子市まちづくり活
動支援交付金事業」をご紹介します。
なお、次の募集は、５月頃を予定しています。来年度のまちづくり活動支援交付金を活用したいと思われる団体は、
遠慮なく協働推進課（☎２３－５３７１）までお問い合わせください。

４月18日（日）は
市内一斉清掃です！

私たちが住むまちの道路や河川、公共用排
水路などをきれいにし、快適で住み良いま
ちにしましょう。
実施日が地区によって異なる場合がありま
すので、くわしくは、各地区の「環境をよく
する会」か、市役所環境政策課（☎２３－
５２５７）にお問い合わせください。



自主防災組織を結成しませんか？
自主防災組織とは、自分たちの地域は自分たちで守るという ､
地域住民の自主的な意思に基づいて結成された組織をいいま
す。まだ、自主防災組織を結成していない自治会などで、結成
を考えてみてはいかがでしょうか。新規結成に関すること、ま
た結成後の活動に関することなど自主防災組織に関する相談事
があれば防災安全課までお気軽にご連絡ください。
また、米子市に登録された自主防災組織を対象とした補助金制
度を設けています。くわしくは、「広報よなご１月号」をご覧
いただくか、防災安全課までお問い合わせください。
■問い合わせ　防災安全課（☎２３－５３３７）

米子市の補助金以外に（財）自治総合
センター所管の宝くじ助成事業（自主
防災組織育成事業）があります。今年
度は、加茂５区中自治会防災会と和田
１区防災会の自主防災組織に発電機、投光機、リヤカー
など各種の防災資機材を配備しました。

「消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっこ」
あなたの命、わたしの命。

大切な命を守る　火の用心！ 7つのポイント

▼寝タバコやタバコの投げ捨てをしない

▼コンロを使っているときは、その場を離れない

▼家の周りに燃えやすい物を置かない

▼風の強いときは、たき火をしない

▼子どもには、マッチやライターで遊ばせない　

▼電気器具は正しく使い、たこ足配線をしない

▼ストーブの周りには、燃えやすい物を置かない
■問い合わせ　米子消防署（☎３９－０２５１）

火災から大切な
命を守るために
「住宅用火災警
報器」を設置し
ましょう！

勝田町東区自治会園芸同好会「美しい町内花づくり事業」
　勝田町は市の中央部市街地の東部に位置し、北境を米川が流れ南部にはＪＲ山陰線が通って
いるところです。勝田町東区自治会園芸同好会は、種から草花を育て育成し花を愛でる楽しみ
を共有したいと平成20年４月に発足しました。
　「美しい町内花づくり事業」では、種から育てた草花の苗をプランターに植え込み、一家庭に
一プランターを配置し、草花を通しての生き甲斐と町内花づくりによる美化・親睦を図ること
にしました。この事業を契機として、活動に参加された方との親睦やひとり住まいのお年寄り
の方の様子を草花のプランターを介して知ることができました。このプランターを活用し、町

内を草花による癒
いや

しのスポットとして定着させたいと考えています。会員の仲間を増やして、ボランティア活動への理解
を得ながら、啓成校区での活動もしていきたいと願っているところです。
◆連絡先　勝田町東区自治会園芸同好会　角田さん（☎３４－１４４７）

青少年健全育成親和会
「第３回おだか花まつり準備委員会」
　青少年健全育成啓発の行事として、「地域の文化、歴史、
偉人を子どもたちに伝え、地域をもっと知ろう」との趣旨で、
戦国時代西伯耆の要衝であった「尾高＝小

お

鷹
だか

城」と初代城主
「杉

すぎはらもりしげ

原盛重」、「尼子・毛利の合戦の場」の歴史の継承と、地
域の面白発見、地域の活性・交流の場としての拠点づくりを
しようと仲間があつまり、平成20年４月に「おだか花まつり」
を開催しました。手づくり鎧

かっちゅう

兜の武者行列（伯耆武士団・広
瀬尼子武者隊）、大山僧兵太鼓、貝田傘踊りと伯耆一円の祭
り好きの方々にご参加いただきました。

　このまつりをもっと地域に広
め、多くの子どもたちが参加でき
るようにと、「子どもスポーツチャ
ンバラ大会」をとりいれました。
第３回おだか花まつりは４月４日

（毎年第一日曜日）に開催する予
定で、現在、チャンバラ「動」と吹き矢「静」など祭りに向け
て準備中です。皆さんのご参加をお待ちしています。
◆連絡先　青少年健全育成親和会事務局まつり準備委員会
　　　　　米子市尾高 2377（シャトーおだか内）小椋さん

NPO法人　夢蔵プロジェクト
「米子城跡石垣ライトアップ事業」
　夢蔵プロジェクトは、平成12年の鳥取県西部地震で被
災した築140年の白壁土蔵を～地域の夢を育み創る蔵～「夢
蔵」と名付け、建築士会や商工会議所青年部の有志が中心
となり、地域、行政、学生達と一緒になって、「米子・下
町のまちづくり拠点」へと修復・再生してきた活動です。
大勢の人を巻き込みながら多様なまちづくり活動へと発展
してきた夢蔵プロジェクトは、５年目を迎えた昨年の４月、
NPO法人になりました。
　昨年は、以前から行なって
いた米子城壁草刈大作戦の集
大成として、「がいな祭」の日
程に合わせて米子城壁のライ
トアップを行ないました。草
刈できれいになった城壁が、
花火の背景に大きく浮かびあがりました。今年も、米子城
壁の草刈りを続けながら、米子城跡を見直すイベントや下
町を元気にする企画を進めていきます。ぜひ、一緒に小さ
なまちづくりを楽しみましょう。
◆連絡先　NPO法人夢蔵プロジェクト　田中事務局長
　　　　　（☎０９０－２８０５－２２５９）
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ど
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確
認
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だ
さ
い
。

新型インフルエンザワクチン
接種費用助成制度の適用を拡大しました
新型インフルエンザワクチン接種にあたっては国が優先順位を設定し、症状が重くなったり、亡くなったりするリスクが
高い方を優先して行なわれていましたが、１月 19日から優先接種対象者以外の方も接種ができるようになりました。こ
れに伴って、米子市で設けている新型インフルエンザワクチン接種費用助成制度の適用を優先接種対象者以外の方へも拡
大しました。

■問い合わせ　新型インフルエンザワクチン接種費用助成相談室（☎２３－５５６０）



◆口座振替で納付ができるのは…
市・県民税（普通徴収のみ）、固定資産税、軽自動車税 収 税 課（☎２３－５１６１）
国民健康保険料（普通徴収のみ）、後期高齢者医療保険料（普通徴収のみ）保険年金課（☎２３－５１２４）
介護保険料（普通徴収のみ） 長寿社会課（☎２３－５１３１）
市営住宅家賃（有料駐車場料金含む） 建築住宅課（☎２３－５２６３）
市営墓地管理料 維持管理課（☎２３－５５２９）
下水道事業受益者負担金、農業集落排水施設使用料、下水道使用料 下水道業務課（☎３４－１３７１）
水道料金 水道局営業課（☎３２－６１１１）

▼市税の口座振替　平成22年度第１期から口座振替を希望される場合は、固定資産税と軽
自動車税については４月15日（木）まで、市・県民税については５月14日（金）までに金融機
関で手続きをしてください。くわしくは、収税課までお問い合わせください。

▼水道料金と下水道使用料は再振替を行なっています　水道料金と水道局で取り扱って
いる下水道使用料は、振替指定日に口座振替ができなかった場合、翌日の５日（５日が休日の
場合は翌営業日）に再振替を行なっています。例えば、平成22年３月の検針分は、４月15日
（木）に振替をしますが、残高不足の理由で振替ができなかった場合、翌月の５月６日（木）（５
日が祝日のため翌営業日に振替となります）に再振替をします。

届出をされる方の運転免許証・保険証・住民基本台帳カードなど、本人確認のできるものをご持参ください。
※印鑑が必要な場合がありますので、ご持参ください。

種 類 届 出 の 期 間 届 出 に 必 要 な も の

転 入 届
（市外からの住所異動）

転入・転居届は、必ず、実際
にお住まいになってから、14
日以内に届け出てください。
実際にお住まいではない方の
住所の異動届はできません。

●転出証明書（前住所地で交付されたもの）●加入している保険証（手続上
必要な場合があります）●国民年金手帳（お持ちの方のみ）

転 居 届
（市内での住所異動）

●国民健康保険証●後期高齢者医療被保険者証●特別医療費受給資格証（加
入している保険証が必要です）

転 出 届
（市外への住所異動）

転出予定日の 14日前から受
付します。

●返却していただくもの（印鑑登録証、住民基本台帳カード、国民健康保険
証、特別医療受給資格証など、米子市が発行したもの）

※住所の異動に伴い、介護保険被保険者証、身体障害者手帳等が必要な場合がありますのでご持参ください。
■就学で引越しをするときは…進学などで、アパート、下宿、寮などに引越す方も住所の異動手続が必要です。正当な理由
がなく届出が遅れると、過料に処される場合もあります。また、異動届を提出される際は、次のことにご注意ください。

▼国民年金の学生納付特例があります。
　くわしくは、保険年金課年金係（☎２３－５１４２）まで。

▼国民健康保険に加入している人は、遠隔地の保険証を申請できます。
　くわしくは、保険年金課保険係（☎２３－５１２１）まで。

▼就学などで親元から離れている方でも、希望により米子市の成人式に参加できます。
　くわしくは生涯学習課青少年係（☎２３－５４４１）まで。

▼自動車免許の教習は、住所地に関係なく帰省地の自動車学校で受けることができま
　すが、運転免許証の交付は、住民票がある地域の運転免許試験場となります。

▼夏期休暇などの一時的な帰省中の住所異動はできません。
■問い合わせ　市民課窓口係（☎２３－５１４４）、淀江支所市民生活課（☎５６－３１１５）

３月下旬から４月上旬にかけて、
住所の異動届などで窓口が大変混
雑します。証明発行などに時間が
かかることがございますのでご了
承ください。
なお、証明発行のみの場合は、公
会堂内の行政窓口サービスセン
ターもご利用ください。
（毎週火曜日と祝日はお休みです）

利用できる金融機関は…
山陰合同銀行、鳥取銀行、米
子信用金庫、島根銀行、商工
組合中央金庫米子支店（水道
料金、下水道使用料を除く）、
中国労働金庫、中国銀行米子
支店、鳥取西部農業協同組合、
鳥取県信用漁業協同組合連合
会本店（淀江代理店）、ゆうちょ
銀行・郵便局
※申込用紙は各金融機関に設
置してありますので、納入通
知書・預金通帳・通帳使用印
をご持参ください。

国民年金の保険料は忘れずに納めましょう
保険料納付は年金を受取るための大切なポイントです！

　20歳以上 60歳未満で厚生年金保険や共済組合に加入していない方（加入している配偶者に扶養されている方を除きます）は、
第１号被保険者として国民年金への加入手続きを行ない、保険料の納付を行なってください。
　また、所得等が少ないなどの理由で保険料の全額・一部免除、学生納付特例、若年者猶予の申請を希望される方は、手続きを行っ
ていただく必要があります。保険料の未納期間や制度への未加入期間があると、万一の場合の障害年金や遺族年金などの請求が
できなくなるほか、最低でも 25年以上の保険料納付済み期間、保険料免除期間や合算対象期間がないと原則として老齢年金を受
け取ることができなくなってしまいます。
　保険料を納め忘れた場合は、２年以内なら納められます。また、免除されていた期間についても、10年以内なら追納すること
ができます。将来、受け取る年金が少なくならないように、追納をお勧めします。
　納めた保険料は、年末調整や確定申告をすれば、全額が社会保険料控除の対象となります。

■問い合わせ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）



国民健康保険証、高齢受給者証をお送りします
■国民健康保険証　平成22年３月31日で、現在お使いの国民健康保険証の有効期限が切れるため、一斉に更新します。
　新しい保険証は、３月中旬から郵送しますが、安全・確実にお届けするため、簡易書留郵便で送付します。

後期高齢者医療保険証（75歳以上の方及び 65歳以上で一定の障害の認定を受けた方が対象）については、有効期
限が平成22年７月31日となっておりますので、８月以降お使いいただく「後期高齢者医療保険証」を７月中旬に
郵送する予定としています。

■高齢受給者証 (70～74歳までの国民健康保険加入者が対象 )　  医療機関窓口での負担の見直しなどにより、一斉に更新
　します。新しい受給者証は、３月下旬に普通郵便で送付します。

新しい保険証、受給者証が届いたら、記載内容を確認した後、現在お使いの古い保険証あるいは受給者証は、各世帯で
破棄してください。保険証には個人情報が記載してあります。破棄する際は、内容が読み取れないよう切断してください。

▼簡易書留郵便とは　普通郵便のように郵便物を各家庭の郵便受けに入れるのではなく、郵便局の配達員が直接手渡しする
　方法ですので、受領印が必要です。

▼配達時に不在の場合は　保険証配達時に不在の場合は、郵便局の配達員が不在連絡票をおいていきますので、ご都合のい
　い日に再配達を希望されるか、または直接所管の郵便局でお受け取りください。

▼郵便局での保管期間が過ぎた場合は　郵便局への連絡が遅れるなど、郵便局での保管期間（３月31日まで）が過ぎた場合、
　保険証は市役所に返送されます。保管期間経過後は、期限切れの古い保険証をご持参のうえ、市役所保険年金課の窓口で
　お受け取りください。

70～74歳の方の医療機関窓口での負担の見直しについて
　70～74 歳の方の医療機関窓口での負担について、現行１割負担の方は、平成22年４月から２割負担に見直されること
とされていましたが、平成22年４月から平成23年３月までの１年間、窓口負担が１割に据え置かれます。
　ただし、既に３割負担をしていただいている方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害認定を受けた方は除きます。

■問い合わせ  保険年金課（☎２３－５１２１・５１２４）
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縦
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■
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４
月
１
日
㈭
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５
月
31
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㈪
（
土
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日
、
祝
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を
除
く
）

※
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台
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６
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１
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降
に
お
い
て
も
有
料
で
閲
覧
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き
ま
す
。

■
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午
前
８
時
30
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午
後
５
時
15
分

■
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市
役
所
固
定
資
産
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、

淀
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所
市
民
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活
課

※
縦
覧
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台
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固
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借
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、
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す
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※
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縦
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る
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運

転
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許
証
や
保
険
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な
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の
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人
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あ
る
こ
と
を
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で
き
る
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を
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持
参
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い
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固
定
資
産
税
課

（
☎
23
―
５
１
１
２
、５
１
１
６
）

旧淀江町内の固定資産税の税率が変わります
旧淀江町地内にある固定資産（土地・家屋・償却資産）に課税される固定資
産税の税率は、合併により税負担が急激に増加することを避けるため、合併
前の税率（1.4パーセント）に据え置く不均一課税を実施してきました。
この不均一課税が平成21年度で終了し、平成22年度からは旧米子市と同じ
1.5パーセントの税率に統一されます。ご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ　固定資産税課　土地係（☎２３－５１１２）・ 家屋償却資産係（☎２３－５１１６）

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
確
認
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
無
料
閲
覧
期
間

固定資産税の税率
固定資産
の 所 在

平成21年度
までの税率

平成22年度
からの税率

旧淀江町 1.4 パーセント 1.5 パーセント

旧米子市 1.5 パーセント



米子市交通災害共済の加入受付を行ないます
～ご家族揃って加入されませんか～

「米子市交通災害共済」は、「安い掛金」で加入でき、「交通事故で死亡・入院・通院された場合に保障」される共済事業です。
万が一交通事故に遭われたときのために、ぜひご加入ください。市内にお住まいの方は、どなたでも加入できます。
このたび、「加入申込書」を各家庭にお配りしていますが、加入申込書が届かなかった方は、防災安全課（市役所本庁舎３
階）・市内の金融機関でも用意しています。
■加入できる方　米子市内にお住まいの方は、どなたでも加入できます。
■共済掛金（１口あたり）　※１人が３口まで加入できます。
　・４月末までに加入される場合…1,000 円〈年額〉
　・５月以降に加入される場合…加入月の設定金額〈年額〉　（くわしくは、加入申込書をご覧ください。）
■共済金（１口あたりの保障額）　交通事故によって死亡・入院・通院された場合、共済金が支払われます。
　・死亡…100万円　・入院…１日につき 2,000円（入院５日目以降）　・通院…１日につき 1,000円
■共済期間（保障期間）　平成22年４月１日～平成23年３月31日（１年間）
　※中途加入の場合は、加入された翌日から平成23年３月31日まで
■加入申込方法　加入申込書と掛金を持参し、次のところで申し込んでください。

▼市内の金融機関　受付期間…平成22年３月初旬～平成23年３月30日まで
　　　　　　　　　取扱金融機関…山陰合同銀行、鳥取銀行、米子信用金庫、島根銀行、中国労働金庫の米子市内にある各本支店

▼お近くの公民館など（３月中のみ。一部の公民館を除きます）　　受付日時…各公民館などで受付日時が異なりますので、
　各家庭にお配りしたチラシ「米子市交通災害共済の申込受付日時について」でご確認ください。
■問い合わせ　防災安全課（☎２３－５３３９）
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ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
５
１
）

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向

け
、
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。

今
月
は
、
次
の
よ
う
に
新
し
い
お
店

が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

公共下水道と農業集落排水施設の使用料を据え置きます
平成22年度以降に見直すこととしていた公共下水道と農業集落排水施設の使用料については、「米子市公共下水道等使用
料審議会」の答申を受けて、平成24年度まで据え置きすることとしました。
なお、農業集落排水施設の使用料のうち、公共下水道との料金統一が図られていない旧米子市地域においては、平成24
年度から公共下水道と同一の料金体系とする予定です。
■問い合わせ　下水道業務課（☎３４－１３６１）



米子市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会開催
任期満了に伴なう米子市議会議員一般
選挙（６月６日告示、６月13日投開票）
の立候補予定者に対する説明会を開催
します。
■日 時 ４月27日（火）
　　　　　午後１時30分～
■場 所　市役所本庁舎４階401会議室
■対象者　立候補予定者およびその関
係者（１候補につき、原則３人以内）
■内 容　立候補の手続き、選挙運動
の注意事項など
■その他　出席される立候補予定者ま
たは代理の方は、印鑑をお持ちくださ
い。
■問い合わせ　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　（☎２３－５３４５）

「米子市くらしのガイド」を発行します
米子市では、市民の皆さまに便利で快適な生活を送っていただくため、市役所
窓口での各種手続き・窓口案内などの行政情報や地域生活情報などを１冊にま
とめた、「米子市くらしのガイド」を発行することにいたしました。

この事業は、市の財政負担を伴わないよう、官
民協働で行ない、米子市が行政情報を提供し、
㈱サイネックスが、広告収入をもとに編集・印
刷・配布を行なうもので、企業の広告なども掲
載します。６月頃に市民の皆さまにお届けする
予定です。
■問い合わせ　秘書広報課（☎２３－５３７２）

「米子市くらしのガイド」広告募集中！
広告の募集にあたっては、㈱サイネックスが市内の事業所や店舗を訪問しま
すので、ご理解とご協力をお願いします。
また、広告掲載を㈱サイネックスに直接お申し込みいただくこともできます。
■広告に関する申込・問い合わせ
　㈱サイネックス松江支店（☎０８５２－２５－１３６６）

米子市民自治基本条例検討委員会からのお知らせ
　委員会では現在、皆さんから寄せられた、たくさんの意見を項目ごとに検討・整理し、「条例の基となる考え方」をとりまと
めようとしています。これは、委員会が最終的にめざす「条例の素案」（市長に提案するもの）の直前の作業段階のものです。
　この「条例の基となる考え方」は、あくまで「条例の素案」をつくる上での中間的なもので、それがそのまま条例になるとい
う性格のものではありません。
　しかしながら、ある意味で、私たち委員会のこの条例に対する考え方を、最も素直に表したものであるともいえます。ここで
は、この「条例の基となる考え方」（あらまし）について皆さんにご紹介します。（平成22年２月１日現在）

【条例の基となる考え方】
■前文　前文では、豊かな自然や歴史・文化に恵まれた米子のまちを、責任をもって次世代に引継いでいこうという、私たち市民の決
　意やこの条例をつくることの意義について盛り込みます。
■条例の目的　私たち市民がまちづくりの主役であること、そのために必要な、まちづくりに関する自由・権利を明らかにするととも
　に、これを責任をもって行使することで、私たち市民全体の幸せにつなげていこうということを盛り込みます。
■条例の位置づけ　この条例が、米子のまちづくりの基本原則を定めるものであり、他の条例、各種行政計画の中でも、最も尊重され
　るべきものであることについて盛り込みます。
■めざすまちの姿　私たちがめざす米子のまちの理想の姿について盛り込みます。
■市民の「自由・権利」　めざすまちの姿の実現のために、市民活動への参加、市政への参加など、私たちがもっている「自由・権利」
　を積極的に行使しようということを盛り込みます。
■子どもと米子の未来　子どもたちは、まちの宝であり、大切な存在であること。また、子どもたちが健やかに育つ環境は、私たち大
　人が責任をもって整えなければならないことを盛り込みます。
■身近な地域における自治　まちづくりの主役として、私たち市民が地域で活動することの重要性やそれに必要な仕組みなどについて、
　また、私たち市民の声をより直接的にまちづくりに役立てるための方法などについて検討することを盛り込みます。
■市民のための行政　まちづくりの主役である私たち市民を支援する立場から、望まれる行政の姿や役割について盛り込みます。
■市民のための議会　まちづくりの主役である私たち市民を支援する立場、また、私たち市民を代表する立場から望まれる議会の姿な
　どについて盛り込みます。
■国県等との連携　米子のまちづくりを広域的な視点に立ってすすめていくため、国、県、他市町村などと連携・協力していくことを
　盛り込みます。
■条例の実効性の確保　この条例がより実効性を発揮するために、定期的に、効果の検証や、時代に即した見直しを行なっていくこと
　を盛り込みます。

　委員会では、この「条例の基となる考え方」を基に更に検討を進め、
３月末には、「条例の素案」を市長に提出することとしています。委員
会としての活動期間も残りわずかとなりましたが、引続き、活動へのご
理解、ご協力をお願いします。

▼委員会の会議日程については、直接お電話でお問い合わせください。
　問い合わせ　協働推進課（☎２３－５３７３）



ＪＲ西日本では、お身体の不自由な方をはじめ、すべてのお客さまに安心してご利用いただける鉄道を目指し、バリアフリー
設備の整備や、まごころのある応
対に取り組んでおります。バリア
フリー施設は、一部を除き、平成
23年３月末頃に竣工の予定です。
工事期間中はご迷惑とご不便を
おかけしますが、何卒ご理解とご
協力をお願いいたします。
■工事概要　こ線橋〔１式〕、エ
レベーター〔３基〕、障がい者
対応トイレ、誘導警告ブロック、
階段２段手摺、情報提供装置、
音声誘導装置、エスカレーター

（昇り専用）〔３基〕、男女別トイ
レなど
■問い合わせ　JR 西日本米子支
社総務企画課（☎３２－９５３８）

まちづくり活動支援交付金
審査委員を募集します

市民などによる自主的なまちづくり活動を育成・支援
する、公募型まちづくり活動支援交付金の対象事業を
選定するための審査委員を募集します。
■公募人数　２人
■応募資格　平成22年３月１日現在、満20歳以上で、
市内に在住または通勤・通学している方
■任 期　平成22年４月から平成24年３月31日まで
※２年間、年２回（４月から７月ごろ）会議予定
■応募方法　委員に応募する理由・動機（自らの地域
活動、ＮＰＯ・ボランティア活動の状況でも可）につい
て、400字から 800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記の上、郵便、ＦＡＸ、Ｅメールなどで協
働推進課までご応募ください。
■応募期限　31日（水）必着
■応募・問い合わせ
　〒683－8686　米子市加茂町１－１

　米子市役所 協働推進課
　（☎２３－５３７５、FAX ２３－５３５４、

E メール…kyoudou@yonago-city.jp）

ご意見を募集します
　災害対策基本法に基づき、風水害、地震等の災害時対策とし
て、米子市などが取るべき措置を定めて、総合的・計画的な業
務の遂行により、市民の生命、身体、財産を保護することを目
的とした「米子市地域防災計画（共通・風水害・震災等対策計
画）」の素案をこのたび作成しました。
　そこで、この地域防災計画の素案について、市民の皆さんか
らのご意見やご提案を募集します。いただいたご意見等は検討
のうえ、地域防災計画に反映させていただきます。
　なお、ご意見等に対しては個別に回答しませんが、内容ごと
に整理して、市の考え方と合わせて後日公表します。
■素案の閲覧場所　防災安全課（市役所本庁舎３階）、淀江支所、
各公民館、 米子市行政窓口サービスセンター
※米子市ホームページでも閲覧できます。
■募集期間　１日（月）～ 31日（水）
■応募方法　住所、氏名を明記の上、防災安全課までご持参、
Ｅメール、郵送でお送りいただくか、公民館にお届けください。
様式は問いません。なお、電話・口頭での受付はいたしません。
■応募・問い合わせ
　〒683－8686　米子市加茂町１－１　米子市役所 防災安全課
　（☎２３－５３３７、E メール…bousai@yonago-city.jp）

【
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
錦
海
団
地
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住
宅
用
地
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区
画
を
分
譲
中
！　

お
問
い
合
わ
せ
は
都
市
計
画
課（
☎
23
―
５
２
４
４
）ま
で



小
学
校
三
年

　

わ
た
し
に
は
、
弟
が
い
ま
す
。
名
前
は
、『
と

も
』
で
す
。
絵
を
か
く
の
が
す
き
で
、
い
ろ
い

ろ
な
所
に
絵
を
か
き
ま
す
。
時
に
は
、
わ
た
し

の
算
数
ノ
ー
ト
に
ま
で
か
い
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
弟
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し

く
て
、
よ
く
友
だ
ち
に
弟
の
こ
と
を
話
し
て
い

ま
す
。

　

わ
た
し
の
弟
は
、
と
く
べ
つ
し
え
ん
学
校
に

通
っ
て
い
ま
す
。弟
に
は
、し
ょ
う
が
い
が
あ
っ

て
、
話
を
す
る
の
が
に
が
手
で
す
。
言
葉
が
う

ま
く
出
な
く
て
、
人
に
つ
た
え
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
で
ま
わ
り
か
ら
い
や
な
目

で
見
ら
れ
た
り
、
小
さ
な
声
で

「
へ
ん
な
の
。」

と
か
言
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
弟
は
、
言
葉
で
言

え
な
い
だ
け
、
た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
心
の
き
ず
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

で
も
、『
と
も
』
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
人

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。『
と
も
』
を
へ
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
人
た
ち
の
数
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
人
が
い
ま
す
。
学
校
の
先
生
や
、
家
族
や
学

校
の
友
だ
ち
で
す
。『
と
も
』
の
こ
と
を
よ
く

分
か
っ
て
い
て
お
う
え
ん
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

わ
た
し
は
、何
ど
き
ず
つ
い
て
も
、が
ん
ば
っ

て
立
ち
直
れ
て
い
る
『
と
も
』
に
は
感
心
し
て

い
ま
す
。
わ
た
し
も
ず
っ
と
お
う
え
ん
し
て
い

き
ま
す
。

　
『
と
も
』
の
学
校
で
は
、
毎
年
学
校
祭
が
あ

り
ま
す
。
学
校
祭
に
は
、
か
み
ど
め
や
テ
ー
ブ

ル
ク
ロ
ス
な
ど
た
く
さ
ん
の
品
物
が
出
ま
す
。

手
作
り
の
も
の
や
わ
た
し
た
ち
に
は
な
か
な

か
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
は
、
で
き
る
こ
と

が
少
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
、
時
間
を
か
け
て
が
ん
ば
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

人
に
は
、
み
ん
な
い
い
所
が
あ
る
の
で
す
。

弟
の
こ
と
を
へ
ん
に
思
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た
し
は
、
ど
ん
な
人
に
で
も
、

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
、
み
ん
な
同
じ
な

か
ま
だ
よ
。」

っ
て
、
そ
の
人
に
つ
た
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る

こ
と
を
つ
た
え
て
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
も
弟
の
こ
と
を
い
っ

ぱ
い
話
し
て
い
き
た
い
し
、
わ
た
し
自
し
ん

も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
こ
と
を
理
か
い
し
て
い

き
た
い
で
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

こ
れ
は
、
今
年
度
の
人
権
作
文
集
・
標

語
集
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
を
認
め
合
い
、
つ

な
が
り
あ
っ
て
、
差
別
解
消
へ
向
け
て
行

動
し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
２
５
２
）

香
こ う

　田
だ

　勝
か つ

　太
た

　《戸上山頂より日野河口を見て》
　日野郡根雨原村（現・伯耆町）に生まれた香田は、東京美術学校（現・東京藝術大学）洋画科に入学以来、疎開
のため帰郷するまでの約40年間を東京で過ごしましたが、その間も、郷里の自然を愛し、大山周辺に何度も取
材に出向いては、辺りの草花などを題材に数多くの作品を描きました。

　香田と同じく麓
ろくじんかい

人会創立会員の１人で、米子市四日
市町出身の笹

ささ

鹿
か

　彪
ひょう

は、少年時代、香田の帰郷展で見
た作品の数々に強い感銘を受け、画家への道を志しま
した。
　笹鹿は、本作を見た後実際に戸上山に登り、作品に
描かれた風景と対比したり、尾高町の今井書店に展示
してあった本作をよく見に出かけた思い出を、麓人会
の会報に綴

つづ

っています。
　香田とともに郷土の文化の発展を願い、麓人会を創
設した仲間達の作品を紹介する常設展Ⅲは、３月７日

（日）から開催いたします。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/
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人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

と

き　

10
日
㈬
、
４
月
12
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

行
政
相
談

国
な
ど
役
所
へ
の
ご
要
望
、
ご
意

見
に
つ
い
て
行
政
相
談
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。予
約
不
要
で
す
。

と

き

11
日
㈭
、
23
日
㈫
、
４
月
８
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
４
階
402
会
議
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
１
）

　

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
融
等
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
１
件
30
分
。

要
予
約
。

と

き

24
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
予
約

鳥
取
県
西
部
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
34
―
２
６
４
８
）

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

米
子
市
消
費
生
活
相
談
室

買
物
、
訪
問
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
や

借
金
、
架
空
請
求
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

消
費
生
活
相
談
室
（
市

役
所
本
庁
舎
４
階
）　　
　
　

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
消
費
生
活

相
談
室
（
☎
35
―
６
５
６
６
）

　

心
配
ご
と
相
談
・
法
律
相
談

●
心
配
ご
と
相
談

日
常
生
活
の
悩
み
や
心
配
ご
と
に

つ
い
て
、
相
談
員
（
民
生
委
員
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
不
要
で
、
無
料
で
す
。

と

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

か
ら
新
小
学
校
１
年
生
の
お
子
さ

ん
を
含
む
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
保

護
者
の
方
の
中
で
、
就
学
に
関
し

て
経
済
的
に
お
困
り
の
方
に
対
し

て
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

４
月
か
ら
の
就
学
援
助
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
３
月
中
に
各
学
校
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

支
給
す
る
予
定
の
も
の

学
校
給
食
費
の
一
部
、医
療
費（
特

定
の
疾
患
に
限
る
）、
学
用
品
の

一
部
な
ど

対
象
と
な
る
世
帯

所
得
審
査
の
結
果
、
生
活
保
護
世

帯
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
た
世
帯

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

23
―
５
４
３
３
）、
ま
た
は
各
小
・

中
・
特
別
支
援
学
校
ま
で
。

　

市
民
農
園　

入
園
者
募
集

自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
野
菜
や
花
な

ど
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
区
画
数
（
１
区
画
約
30
㎡
）

▼
日
原
農
園　

６
区
画
（
予
定
）

▼
夜
見
農
園　

７
区
画
（
予
定
）

い
ず
れ
も
退
園
者
の
状
況
に
よ

り
、
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
期
間　

貸
付
決
定
日
～
平
成

23
年
２
月
28
日

利
用
料　

年
間
2,600
円

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈭
～
12
日
㈪

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法　

農
林
課
に
あ
る
申
込

書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

農
林
課
（
☎
23
―
５
２
２
１
）

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講

生
募
集
（
主
催
：
鳥
取
県
）

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
な
う
手
話
奉
仕

員
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。

と

き　

４
月
９
日
㈮
～
（
お
お

む
ね
毎
週
金
曜
日
・
全
23
回
・
２

回
集
中
講
座
を
日
曜
日
に
開
催
）

午
後
６
時
45
分
～
８
時
45
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

内

容

入
門
課
程
（
初
心
者
対
象
）

受
講
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
聴

覚
障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
す
る
方

定

員　

50
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
申
込
締
切　

26
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
（
☎
32
―

７
３
３
８
）

＊
申
込
書
は
市
役
所
障
が
い
者
支

援
課
・
ふ
く
ろ
う
に
あ
り
ま
す
。

●
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時
に
、☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談

（「
か
ぷ
り
あ
祭
」
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
悪
徳

商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、
行

政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

７
日
㈰

午
前
10
時
30
分 

～
午
後
３
時

（
４
月
以
降
は
通
常
ど
お
り
毎
月

第
２
土
曜
日
に
開
催
予
定
）

と
こ
ろ

 

「
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
」
４
階

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

小
・
中
学
生
の
就
学
援
助

小
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
（
４
月

清
流
を
み
ん
な
で
と
り
も
ど
そ
う  

川
を
き
れ
い
に

く
ら
し
の情

報



　

予
備
自
衛
官
補
募
集

予
備
自
衛
官
補
は
、
自
衛
官
未
経

験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
普
段
社
会
人･

学
生
等
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経
た

後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し

ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

教
育
期
間
・
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間
：
３
年
間
50
日
合
計
400

時
間
の
履
修

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

▼
技
能
公
募

教
育
期
間
：
２
年
間
10
日
合
計
80

時
間
の
履
修

募
集
期
間　

４
月
９
日
㈮
ま
で

試
験
日　

４
月
17
日
㈯
、18
日
㈰
、

19
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
20
回
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会
出

場
者
募
集

鳥
取
県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流

の
輪
を
広
め
、
健
康
と
仲
間
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
第
23
回
全
国
健
康

福
祉
祭
い
し
か
わ
大
会
の
派
遣
選

手
選
考
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

応
募
資
格　

鳥
取
県
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
の
方
（
昭
和
26
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

競

技　

全
11
種
目
（
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
）

開
催
日
時　

５
月
中
旬

開
催
場
所　

鳥
取
県
東
部
地
区
を

中
心
に
開
催
予
定

応
募
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
用

紙
に
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

４
月
20
日
㈫

※
応
募
先
等
く
わ
し
く
は
、
鳥
取
県

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
０
８
５
７

―
59
―
６
３
３
８
）
ま
で
。

▼
鳥
取
こ
と
ぶ
き
ネ
ッ
ト
　

http://w
w

w
.tottori-w

el.
or.jp/m

enu/kotobuki/

　

中
国
語
入
門
講
座

中
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
中
国

の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

４
月
20
日
～
８
月
３
日

（
全
15
回
原
則
と
し
て
火
曜
日
）

▼
昼
の
部
…
午
後
３
時
～
４
時

▼
夜
の
部
…
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
402
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

こ
れ
か
ら
中
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
平
成

21
年
度
に
実
施
し
た
中
国
語
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員　

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
1,000
円
）

募
集
人
員　

25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
15
日
㈪
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ
　

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

韓
国
語
入
門
講
座

韓
国
語
の
講
座
を
通
じ
て
、
韓
国

の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

４
月
22
日
～
８
月
５
日

（
全
15
回
、
原
則
と
し
て
木
曜
日
）

▼
昼
の
部
…
午
後
３
時
～
４
時

▼
夜
の
部
…
午
後
７
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
401
会
議
室
ほ
か

対

象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、

こ
れ
か
ら
韓
国
語
を
勉
強
し
よ
う

と
し
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
平
成

21
年
度
に
実
施
し
た
韓
国
語
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
を
除
き
ま
す
）

講

師　

米
子
市
国
際
交
流
員

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
2,000
円
）

募
集
人
員
　
25
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
17
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
電

話
受
付
開
始

申
込
・
問
い
合
わ
せ

総
合
政
策
課
（
☎
23
―
５
３
７
４
）

　

高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
毎
日

を
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
に

あ
っ
た
運
動
習
慣
を
作
り
実
践
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

鳥
取
県
内
で
で
き
た
ご
当
地
体
操

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
楽
し
く
身
体
を
動

か
し
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き　

19
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会
議
室

■
講
演
『
元
気
で
長
生
き
を
め
ざ

し
て
』

・
講
師　

鳥
取
大
学　

准
教
授　

加か

藤と
う

敏と
し

明あ
き

さ
ん

■
実
演
『
み
ん
な
で
し
ま
し
ょ

う
！
ご
当
地
体
操
』

・
よ
な
GO
！
GO
！
体
操
（
米
子
市
）

・
き
た
ろ
う
体
操
（
境
港
市
）

・
大
山
賛
歌
体
操
（
大
山
町
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
８
５
８

―
32
―
１
０
９
５
）
ま
た
は
、
米

子
市
役
所
長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
）

父
さ
ん
の
作
れ
る
肉
ジ
ャ
ガ
旨
か
り
し
ふ
う
ふ
う
し
な
が
ら
家
族
で
食
べ
る　
　
　
　

市
民
応
募
作
品

場所 講座 開催日 対象者 募集
人員

老 人
福 祉
セ ン
タ ー

陶芸 毎週火曜日（４回／月）
午前10時～正午

市内にお住ま
いの60歳以上
で未経験の方

（２年間限り）

24人
程度

木彫 第２・４金曜日
午前10時～午後３時

20人
程度

老 人
趣 味
の 作
業 所

陶芸

毎週火曜日
午前10時～午後３時、
毎週水曜日
午前10時～正午

市内にお住ま
いの60歳以上
の方

５人
程度

木彫 毎週土曜日
午前10時～正午

５人
程度

■申込期限　15 日（月）
■郵便はがき（「老人福祉センター」宛は往復はが
き）に、希望講座名・住所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号を明記のうえ、お申し込みください。
■応募者多数の場合は抽選とします。
■受講料　無料（材料代等実費）
■申込・問い合わせ

▼老人福祉センター…米子市老人福祉センター（☎
２３－５４６５）　〒683－0811　錦町１丁目139－３

▼老人趣味の作業所…長寿社会課（☎２３－５１５５）
〒683－8686　加茂町１－１



どなたでも受講できます。お誘いあわせのうえ、お
気軽にお出かけください。
■会場　ふれあいの里　大会議室
■時間　午後１時30分～３時30分

▼受講料無料・申込不要・県民カレッジ連携講座

■問い合わせ　 生涯学習課（☎２３－５４４４）
◆３月の講座

１日
（月）

「大山寺奇譚」
講師　米子市史編さん事務局
　　　事務総括　大

お お は ら

原　俊
しゅん

二
じ

さん

15日
（月）

「歌って楽しくリフレッシュ」
講師　よなご童謡の会　会員　山

や ま い し

石ひろ子
こ

さん
伴奏　松

ま つ ば ら

原真
ま り こ

理子さん

　

第
68
期
東
山
水
泳
場
水
泳
教
室

期
　
間

４
月
１
日
㈭
～
９
月
14
日
㈫

（
前
後
半
各
10
回
の
計
20
回
）

料

金　

幼
児（
４
～
６
才
）2,890
円
、

小
学
生
3,520
円
、
成
人
7,180
円

※
い
ず
れ
も
３
か
月
分
。
合
計
６

か
月
分
必
要
に
な
り
ま
す
。

受
付
・
抽
選
日　

19
日
㈮
～
21
日

㈰
の
３
日
間
（
教
室
に
よ
っ
て
受

付
日
、
時
間
が
異
な
り
ま
す
。）

＊
く
わ
し
く
は
、
１
日
㈪
か
ら
水

泳
場
で
配
布
す
る「
募
集
要
項
」を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
米
子
市
営
東

山
水
泳
場
（
☎
32
―
３
０
３
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

少
年
剣
道
・
柔
道
教
室

募
集
人
数
・
対
象

▼
剣
道　

定
員
制
限
な
し
・
満
６

歳
～
小
学
６
年
生
（
経
験
者
可
）

▼
柔
道　

定
員
制
限
な
し
・
満
５

歳
～
12
歳

指
導
日
（
随
時
見
学
可
）

▼
剣
道　

毎
週
火
・
木
曜
日　

午

後
５
時
50
分
～
７
時
、
毎
週
土
曜

日
午
後
１
時
50
分
～
２
時
50
分

（
初
心
者
コ
ー
ス
）・
午
後
３
時
分

～
４
時
15
分
（
経
験
者
コ
ー
ス
）

▼
柔
道　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後

５
時
15
分
～
７
時
15
分
、
毎
週
土

曜
日
午
後
４
時
～
６
時

※
指
導
日
は
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

指
導
員

剣
道
…
米
子
市
剣
道
連
盟
会
員

柔
道
…
米
子
市
柔
道
連
盟
会
員

申
込
方
法
　
市
営
武
道
館（
糀
町
）

に
備
付
け
の
申
込
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
随
時
受
付
）

問
い
合
わ
せ　

体
育
課
（
☎
23
―

５
４
２
６
）、
米
子
市
営
武
道
館

（
☎
32
―
０
０
５
５
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

14
日
㈰
午
前
８
時
30
分
米
子
市
役

所
集
合

行
き
先
…
米
子
城
山
方
面
（
行
程

約
５
km
・
半
日
コ
ー
ス
）

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

さ
な
め
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
さ
な
め 

ラ
ラ
ラ
♪ 

す
て
ー
じ
」

と

き

４
月
３
日
㈯　

午
後
６
時
～
８
時

と
こ
ろ　

淀
江
文
化
セ
ン
タ
ー　

中
庭
桜
の
下
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

（
場
合
に
よ
っ
て
は
場
所
が
館
内
に

変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

出
演　

琴（
安や

す

田だ

彰あ
き
ら

）・
尺
八（
原は

ら

田だ

保た
も
つ

）・
ハ
ー
モ
ニ
カ（
渡わ

た
な
べ
て
つ

部
哲
美み

）

ほ
か
和
・
洋
楽
器
演
奏
者

入
場
料　

小
・
中
・
高
校
生
300
円

一
般
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

定

員
　

130
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売　

11
日
㈭
か
ら

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

淀
江
文
化
セ
ン

タ
ー
・
公
会
堂
・
文
化
ホ
ー
ル
・

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
淀
江
文
化

セ
ン
タ
ー
（
☎
39
―
４
０
５
０
）

　
「
ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば
」参
加
募
集

展
示
会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ（
１
階
）

展
示
会
期
間

第
１
期
…
７
月
15
日
㈭
～
19
日
㈪
㈷

第
２
期
…
７
月
20
日
㈫
～
25
日
㈰

第
３
期
…
７
月
26
日
㈪
～
８
月
１
日
㈰

応
募
資
格　

写
真
、
絵
画
、
版
画
、

刺
繍
、
工
芸
、
書
、
華
道
、
茶
道
、

人
形
、
ち
ぎ
り
絵
等
、
鳥
取
県
西

部
を
主
と
し
て
活
動
す
る
文
化
芸

術
団
体
ま
た
は
個
人
。（
複
数
の

団
体
・
個
人
に
よ
る
合
同
展
示
可
）

応
募
締
切　

３
月
20
日
㈯
必
着

（
第
１
、２
、３
期
と
も
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
ア
ー
ト
交
流
ひ
ろ
ば
」
係

〒
683
―
０
０
４
３　

末
広
町
294

（
☎
35
―
８
１
１
１
）

お
互
い
を　

認
め
合
う
心
を
大
切
に　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

伯耆古代の丘公園　３月ロビー展のご案内

自然、人、動物などの日常を切りとり、言葉を添え
た作品。
■入園料　大人 200 円、小中学生 50 円
■休園日　第２・４水曜日
■問い合わせ　伯耆古代の丘公園（☎５６―６８１７）

「協会けんぽ鳥取支部」の健康保険料率が変わります
本年３月分（４月納付分）から、協会けんぽ（全国健康保険協会）
の健康保険料率が 9.34％（介護保険料率は 1.50％）に変わります。
給与24万円の場合の月あたり本人負担額は、1,368円増えます。

（40歳から 64歳までの方の本人負担額は、1,740円増えます。）
■問い合わせ　協会けんぽ鳥取支部（☎０８５７－２５－００５１）

▼ホームページ：http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

古代の魅力発見プロジェクト講演会
「人を惹

ひ

きつける景観整備の基礎　
～弥生から白

は く ほ う

鳳までの史跡の魅力発見～」
日時：19日（金）午後１時30分～３時
場所：鳥取県西部総合事務所（糀町）
講師：堀

ほり

　　繁
しげる

さん（東京大学アジア生物資源環境研究センター教授）
定員：180人（先着順）　／　申込締切：12日（金）
※参加無料、要申込。（席に余裕がある場合は当日参加可）
■問い合わせ　妻木晩田遺跡事務所（☎３７－４０００）

妻木晩田遺跡の名称が変わります
４月１日（木）から、「妻木晩田遺跡事
務所」から「鳥取県立むきばんだ史
跡公園」に名称が変わります。



米子桜まつり
米子市の桜の名所「湊山公園」
では、春の訪れとともに約 450
本もの桜が咲き誇

ほこ

ります。
期間中は、午後６時30分～10 時
30分の間、大小のボンボリに明
かりを灯

とも

し、夜桜を楽しんでい
ただけます。４月３日（土）は、やまつみスポーツクラブ
ダンス、長

は せ

谷川
がわ

真
しん

吾
ご

歌謡ショー、ゆるキャラ撮影会、ラッ
テちゃんダンスなどのステージイベントを開催します。
※ゴミ箱はありません。ゴミは必ずお持ち帰りください。
※ロープやビニールテープ等を張っての花見の場所取りは
禁止します。ブルーシート等での場所取りは可能ですが、
だれかが必ずいるようにしてください。
※公園内でバーベキューは可能ですが、足が 30cm 以上
のバーベキューセットの使用に限ります。また、食べかす・
炭等の使用したものは必ずお持ち帰りください。
■と き　４月２日（金）～ 11日（日）
※桜の開花状況により変更する場合があります。
■ところ　湊山公園
■問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

加茂川・中海遊覧「さくら船」
旧加茂川沿いの桜並木を遊覧
船から、ゆっくり眺めてみま
せんか。また、中海からは湊
山公園の桜や天気が良ければ
山陰の名峰「大山」の姿も楽
しめます。

■期 間　４月２日（金）～ 11日（日）
※桜の開花状況により変更する場合があります。
■時 間　午前10時・午後２時（所要時間…約40分）
※その他の時間については、お問い合わせください。
■料 金　大人 1,200円、小人 600円（要予約）
■申込・問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

米子市観光協会ヘルスツーリズム

小
お

原
ば ら

　工
たくみ

と歩く
「健康桜ノルディックウォーキング」
湊山公園自由広場から中海護岸、彫刻
ロード（中海沿い）、米子城跡や湊山公
園の桜を見ながらウォーキングしません
か。今回はノルディックポールを使用
し、誰でも気軽に参加できる健康で楽し
いウォーキングです。
■と き　４月３日（土）
　　　　　午前11時～午後０時30分　※少雨決行
■ところ　湊山公園自由広場
　　　　　（集合・受付…午前10時30分～ 50分）
■料 金　1,000円（大人・小人同額、要予約）
　　　　　※飲料、レンタルポール、保険料込
■距 離　約３㎞　※一部急な斜面あり。
■申込締切　26日（金）　
■申込・問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

未来にはばたけ若き演奏者たち！
鷲見三郎顕彰事業

尾高町出身 鷲見三郎（すみ さぶろう、1902～1984）は、佐
さ

藤
とう

陽
よう

子
こ

・千
せん

住
じゅ

真
ま

理
り

子
こ

・澤
さわ

　和
かず

樹
き

・和
わ

波
なみ

孝
たか

禧
よし

らの世界的なヴァイオ
リニストたちを育て、「我国のヴァイオリン界の父」と呼ばれま
した。鷲見三郎の提唱した“若手音楽奏者の育成”の志を引き継ぎ、
日頃練習している学校や音楽教室等の枠を越えて編成された「米
子ユースオーケストラ演奏会」を今年も開催します。
■と き　28日（日）　午後２時開演
■と こ ろ　米子市文化ホール　メインホール
■出 演　公募による「米子ユースオーケ
ストラ」「ストリングジュニア」約120名
■曲 目　
ベートーヴェン交響曲第３番“英雄”より第
1 楽章、ロングロングアゴー変奏曲　ほか
■入 場 料　無料（整理券が必要です）
■問い合わせ　米子市文化ホール
　　　　　　　（☎３５－４１７１）

「美
び

水
す い

の郷
さ と

」で古代を感じ名水料理を味わう会
大山山麓にはブナの森に蓄えられ流れ出す良質の湧水と、自然
の恵みである豊かな食材があります。これらを大切に守り育て
ていくため、この地を「美水の郷」と名付けました。今回は、
地元の皆さんに、この「水」の美味しさを楽しみながら、この
地の歴史に触れる日帰り旅を企画。ぜひご参加ください。
■と き　28日（日）午前９時45分：JR米子駅集合～
　　　　　　　　　　午後４時20分：JR米子駅解散
■参加費　中学生以上 4,500円、小学生 4,000円、
　　　　　小学生未満無料（食事無し）
■コース　JR米子駅～妻木晩田遺跡（見学）～天の真名井～「真
名井」（昼食）～伯耆古代の丘公園（勾玉づくり体験）～皆生温泉（入
浴）～JR米子駅
※事前申込が必要です。
■申込・問い合わせ　米子市観光協会（☎３７－２３１１）

平成21年度 第５回しゃべって未来や
ココロが軽くなる処方箋　～ストレスとその対処法～

身近なメンタルヘルスを考えよう
仕事、子育て、介護、人間関係・・・生活の中の心労の原因は
人それぞれですが、できることならくよくよせずに楽しく過ご
したいですね。ストレスについて正しく知って、対応スキルを
身につけ、自分力をアップしませんか。ストレスとうまく付き
合いながら、楽しい毎日を送るためのコツを見つけましょう。
■と き　18日（木）午後１時30分～３時30分
■と こ ろ　米子市男女共同参画センター“かぷりあ”第１会議室
　　　　　　（米子駅前サティ４階）
■講 師　島根大学教育学部心理・発達臨床講座
　　　　　特任講師　三

み

鴨
かも

朋
とも

子
こ

さん（臨床心理士）
■募集人数　20名／要予約・定員になり次第締切り
■託 児　 ５名まで／要予約・締切り 15日（月）
※参加は無料です。
■問い合わせ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１５）

性
別
違
っ
て
も　

同
じ
人
間　

権
利
だ
っ
て
同
じ
は
ず　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎

47R1 402 中層耐火
４ 階 建 3K 9,700

～ 17,500 S47

49R1 304 中層耐火
４ 階 建 3DK 11,900

～ 20,500 S49

西 福 原
住 宅

西 福 原
８ 丁 目

14R1 504 中層耐火
８ 階 建 1LDK 21,400

～ 42,000 H14
（単身向）

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方

（単身向住宅を除く）。ただし、生年月日が昭和31年４月１日以
前の方などは、単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方
●暴力団員でないこと
■申込受付期間　１日（月）～９日（火）　土・日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申
込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込
書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　12日（金）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　４月１日（木）
次回の市営住宅入居者募集期間は４月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

開発公社所有地を売払いします
一般公募により公社所有地９区画を分譲します。
■売払物件　彦名町 4473　９区画　（地目）　宅地
　　　　　　１区画当りの面積　205.35㎡～315.33㎡
■分譲価格　4,671,260円～ 6,117,402円
■用途地域　市街化調整区域（開発行為許可・検査済）
■申込方法　所定の申込書に住民票の謄本を添えて、
　受付期間内に土地開発公社にお申し込みください。
■現場説明日時・場所　15日（月）午前10時・現地
■申込期間　16日（火）～ 29日（月）
■譲受人の決定　複数の申込みがあった区画は、抽選
により決定します。
■問い合わせ　米子市土地開発公社　( ☎２２－６３５５)
■売払物件の案内図

中海の写真を募集します
「とりもどそう ! 美しい中海」をスローガンに、中海とそ
の周辺の自然環境、中海と人のふれあいを表現した写真
を募集します。たくさんのご応募をおまちしています。
◆応募規定　白黒またはカラープリントで、四つ切りま
たはワイド四つ切り。（作品には必ず中海を撮影、縦横不
問、未発表のもの）【一般の部】と【中学生の部】で募集。
※【中学生の部】に限り、１点のみ環境政策課でプリント
します。
◆応募期限　５月17日（月）
◆賞　【一般の部】【中学生の
部】それぞれ、最優秀賞（１点）、
優秀賞（２点）、入選 ( 適宜 )。
※応募作品は米子市児童文化
センターなどに展示予定
◆応募・問い合わせ
環境政策課（☎２３－５２５９）

そ
れ
ぞ
れ
に　

や
り
た
い
仕
事
は　

男
女
同
じ　
　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

第52回 米子市音楽祭 出演者大募集
米子市近郊の音楽が大好きな皆さん、自分の音を大勢の人の前で表現
してみませんか。自薦他薦は問いません。出演者・観客みんなで音楽
を共有しましょう。
■出演条件　演奏スタイルにより、各ジャンルに分かれます／コンサー
ト運営上、出場ジャンル、演奏時間等の調整をさせていただく場合があ
ります／出演料はいただきませんが、運営や集客にご協力願います
■募集ジャンル（くわしくは、お問い合わせください）

▼６月20日（日）合唱　　 ▼６月27日（日）楽器演奏②（ＰＡ有・反響板無）

▼７月３日（土）ＪＡＺＺ ▼７月４日（日）楽器演奏①（ＰＡ無・反響板有）
■会 場　米子市文化ホール、米子市淀江文化センター
■申込締切　20日（土）
■申込・問い合わせ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

高校生のころ米子市音楽祭ジャズ部門に出演。その後、
東京を中心に音楽活動を行ない、昨年、ニューヨークで
のＣＤ録音も果たしました。そして、この春の大学卒業
の節目に、念願の米子でのホールコンサートを行なうこ
ととなりました。ジャズ界大注目の若き才能をぜひ会場
で感じてください。

第52回米子市音楽祭プレコンサート

と き　４月９日（金）午後７時～
ところ　米子市文化ホール　メインホール
入場券　2,500円（全席自由）
問い合わせ
米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

生涯学習相談
暖かな春に向けて、何か新しい事を始めてみませんか。
市主催の学習講座や市内公民館で活動しているサークルな
ど、ご希望に合うものを探すお手伝いをしています。
どうぞお気軽におたずねください。
■生涯学習課（市役所第２庁舎３階）　☎２３－５４４４
■とき　午前10時～正午・午後１時～４時（土、日、祝日を除く）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合
は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター (ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳
がないと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の
冊子を読んできてください。体温は接種場所で測ります。

対 象 児 接 種 日
H21年11月26日～12月11日生 ３月11日（木）
H21年12月12日～12月25日生 ３月25日（木）
H21年12月26日～H22年１月７日生 ４月７日（水）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接種を受けて
いない方も受けてください。

◆ポリオ（小児まひ）予防接種◆
接種場所にご注意ください！

接種場所　３月は保健センター (ふれあいの里 3階 )
４月・５月のポリオのみ市民体育館で実施します。
◆ポリオ中止期間中、対象だった方へは個人通知ハガキで
お知らせしています。
対　象　児 １回目 ２回目
H21年３月生 ４月８日（木） ５月20日（木）
H21年４月生 ３月10日（水） ５月27日（木）
H21年５月生 ４月１日（木） ５月20日（木）
H21年６月生 ４月８日（木） ５月27日（木）

H21年７月生

１回目の接種を受けて
いない方は、下記の日
程で１回目、２回目を
受けてください。

６月９日（水）

H21年８月生 ４月８日（木） ６月23日（水）
７歳６か月未満で接種を受けていない方も受けてくださ
い。６週間以上の間隔をおいて２回飲みます。間隔は６週
間以上であれば、いくら長くてもかまいません。

有

料

広

告

大切なご家族を自死により亡くされたかたへ
「自死遺族の集い」のお知らせ

「自死遺族の集い」は、同じような体験をされた方と一緒に安
心して語り合い、気持ちを分かち合う会です。大切な人の思
い出や人にはなかなか言えないあなたの思い、言葉にすると
気持ちが少し軽くなるかもしれません。
今回は、自死遺族自助グループ“コスモスの会”の方にも参
加していただきます。お話を聞くだけの参加も可能です。ど
うぞご参加ください。
■と き　20日（土）午前10時30分～正午
■ところ　ふれあいの里４階　中会議室３
■対 象　ご家族を自死で亡くされたご遺族に限ります
■内 容　自由に話しながら気持ちの分かち合いをします。
○安心して参加していただくために、秘密を守るなどの「参
加の約束」があります。ご協力をお願いします。
○匿名での参加も可能です。
○話しをしたくない場合は、お話を聞くだけでも構いません。
■当日参加も可能です。
■申込・問い合わせ　鳥取県立精神保健福祉センター
　　　　　　　　　　（☎０８５７－２１－３０３１）

米子市自殺対策事業講演会
今、私たち一人ひとりが何ができるのか、

一緒に考えてみませんか
■と き　20日（土）午後１時30分～４時
■ところ　ふれあいの里 1階　大会議室

●報告「アンケートによるうつ病の実態調査
～円滑に受診をすすめるために～」

▼鳥取大学医学部精神行動医学分野　准教授　兼
かね

子
こ

幸
こう

一
いち

さん

●講演「こころと命を支えるまちづくり
～安心して生活するために～」

▼関西国際大学人間科学部人間心理学科　教授　渡
わた

邉
なべ

直
なお

樹
き

さん
　渡邉教授は、岩手県と青森県で自殺予防活動に取り組んで
　こられた精神科医です。
●座長　鳥取県立精神保健福祉センター　所長　原

はら

田
だ

　豊
ゆたか

さん

■ロビーでは…（午後１時～４時30分）
　・こころの相談
　・ストレスチェック（唾液アミラーゼモニター検査など）
■申込みは不要です。



有

料

広

告

犬の登録と狂犬病予防注射のお知らせ
月 日 場 所 時 間

４月16日（金）

成 実 公 民 館 午前９時30分～10時10分
尚 徳 公 民 館 午前10時40分～11時10分
春 日 公 民 館 午後１時30分～２時20分
県 公 民 館 午後２時50分～３時40分

４月18日（日） 米 子 市 役 所 本 庁 舎 午後１時～２時30分

４月19日（月）

大 高 公 民 館 午前９時20分～10時
巌 公 民 館 午前10時30分～11時
住 吉 公 民 館 午後１時30分～２時40分
三 本 松 ２ 区 公 民 館 午後３時10分～３時30分

４月20日（火）

河 崎 公 民 館 午前９時～９時40分
加 茂 公 民 館 午前10時10分～11時20分
五 千 石 公 民 館 午後１時30分～２時20分
永 江 公 民 館 午後２時40分～３時10分

４月21日（水）

和 田 公 民 館 午前９時～９時50分
彦 名 公 民 館 午前10時20分～11時10分
宇 田 川 公 民 館 午後１時30分～２時10分
大 和 公 民 館 午後２時40分～３時20分

４月22日（木）

市 役 所 淀 江 支 所 午前９時20分～10時
淀 江 公 民 館 午前10時30分～11時10分
大 篠 津 公 民 館 午後１時40分～２時20分
崎 津 公 民 館 午後２時50分～３時40分

４月23日（金）

錦 海 団 地 集 会 所 午前９時30分～10時10分
湊 山 体 育 館 前 午前10時40分～11時
福 生 西 公 民 館 午後１時20分～２時
福 生 東 公 民 館 午後２時30分～３時10分
皆 生 浄 化 セ ン タ ー 午後３時30分～３時50分

４月26日（月）

義 方 公 民 館 午前９時～10時10分
啓 成 公 民 館 午前10時40分～11時30分
富 益 公 民 館 午後１時30分～２時20分
夜 見 公 民 館 午後２時50分～３時30分

４月27日（火）

市 民 体 育 館 前 午前９時30分～10時
車 尾 公 民 館 午前10時30分～11時20分
福 米 東 公 民 館 午後１時20分～２時20分
福 米 西 公 民 館 午後２時50分～３時30分

生後 91日以上の犬を飼っている方は生涯に一度の登録と、年に一度の狂犬病予
防注射をすることが法律により義務付けられています。
■犬の登録　狂犬病予防注射の各会場、健康対策課（ふれあいの里３階）、淀江支所市
民生活課で行なうことができます。登録されると「犬の鑑札」を交付します。
■狂犬病予防注射　①または②の方法で接種してください。登録済みの方には、３月
下旬頃にハガキで通知しますので、「犬の登録証」とあわせてお持ちください。
①市内公民館等の集合注射で接種　毎年４・６月に市内公民館等で集合注射を行なって
います。６月の日程は広報よなご５月号、米子市ホームページでお知らせします。

▼料 金　 ▼初めて登録される方…5,950円　 ▼すでに登録済の方…2,950円
　　　　　　（当日会場ではなるべくつり銭のいらないようご準備をお願いします。）
※犬の表示シールも会場で取り扱っています。料金は 80円です。

▼注意事項　犬に首輪を必ずつけ、注射のときに犬をおさえることができる方が連れ
てきてください。犬が興奮、暴れるなどによっては予防注射ができない場合もあります。
②動物病院で接種　動物病院でも同じ料金で接種できます。その場合は、獣医師の発
行する証明書を持って、健康対策課か、淀江支所市民生活課で注射済票の交付申請を
行なってください。

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
予防接種はおすみですか？
下記の方が無料で接種できるのは

平成22年３月31日までです。
接種がまだの方はお急ぎください !!
■対象者

▼年長児に相当する方
　H15. ４. ２～ H16. ４. １生まれ

▼中学１年生に相当する方
　H８. ４. ２～ H９. ４. １生まれ

▼高校３年生に相当する方
　H３. ４. ２～ H４. ４. １生まれ
※麻しん風しん混合ワクチン（MR) を、
年度内に１回接種

■麻しん風しんの予防接種（予診票）に
ついては、昨年４月に個人通知でご案内
しています。紛失等でお手元にない場合
は、健康対策課にお問い合わせください。
再発行いたします。
★４期以外の方は母子健康手帳がないと
受けられません。
★米子市に住民票がない場合は、住民票
のある市町村にお問い合わせください。

子育て支援24時間電話・
インターネット情報サービス

妊娠・出産・育児に関するアドバイスや、
乳幼児の事故防止と応急手当などの情報
を、電話の自動音声やインターネットで、
24時間いつでも提供しています。

●妊娠中や子育ての不安・悩みに関すること
や米子市の母子保健サービスなどについて…
　「子育て安心ダイヤルよなご」　

☎２７－３２３２

●乳幼児の事故防止と応急手当などについて…
　「子育て応急ダイヤルよなご」

☎２７－１２９９

＊米子市ホームページからインターネッ
ト版もご覧いただけます。



施設の催し

さ
い
。
対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

開
館
時
間
（
電
話
受
付
時
間
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日

毎
週
火
曜
日
、
24
日
㈬

＊
図
書
室
は
、
５
日
㈮
ま
で
年
度
末

図
書
整
理
の
た
め
本
の
貸
出
は
で
き

ま
せ
ん
。（
返
却
可
）

◆
特
別
展
「
素そ

鳳ほ
う

展　

お
雛ひ

な

さ
ま
と

か
ざ
り
の
心
」

ひ
な
人
形
を
中
心
と
し
た
素
鳳
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
ま
す
。

会
期
：
～
４
月
５
日
㈪

観
覧
料
：
一
般
500　

円
、
高
校
・
大

学
生
300　

円

※
（　）
内
は
前
売
券
、
15
人
以
上
の
団

体
料
金
で
す
。
中
学
生
以
下
の
方
、

70
歳
以
上
の
方
、障
が
い
の
あ
る
方
、

要
介
護
者
と
そ
の
介
護
者
は
無
料
。

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

会
期
中
毎
週
土
曜
日
、午
後
２
時
～
。

◆
民
話
の
へ
や
（
共
催
：
ほ
う
き
民

話
の
会
）

21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20

分
、
２
階
「
い
ろ
り
の
間
」、
民
話

４
話
と
わ
ら
べ
唄
（
鳥
の
み
じ
い
・

あ
わ
て
も
の
の
大
山
参
り
・
聞
き
耳

ず
き
ん
・
に
せ
本
尊
さ
ん
）、
民
話

ひ
と
く
ち
解
説
：
酒さ

か

井い

董た
だ

美よ
し

さ
ん

◆
学
術
講
演
会
「
西
伯
耆
貴
人
伝
説

の
虚
と
実
」

有

料

広

告

◆
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語

（
幸
福
の
王
子
物
語
・
少
年
の
思
い

出
物
語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
・
70
歳
以
上
無
料
、
小
中
学
生

50
円
（
土
曜
日
は
無
料
）、
高
校
生

以
上
300
円
。

◆
天
体
観
測
会
「
月
と
火
星
を
み
よ
う
」

27
日
㈯
午
後
７
時
～
、
対
象
・
ど
な

た
で
も
可
、
20
組
。
13
日
㈯
か
ら
電

話
受
付
。

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

「
二
胡
演
奏
と
星
の
き
ら
め
き
」

27
日
㈯
午
後
２
時
～
、中
学
生
以
下
・

70
歳
以
上
の
方
無
料
、
高
校
生
以
上

300
円
。

二
胡
と
星
の
素
敵
な
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や
（
共
催
・
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
火
曜
の
会
）

14
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
。
対
象
・
幼
児

～
大
人
。

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会
（
共
催
・

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ
だ
く
ち
る
）

27
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
、
対

象
・
幼
児
～
大
人
。

◆
お
ひ
な
さ
ま
発
表
会

７
日
㈰
午
前
10
時
～
12
時
30
分
。
対

象
・
幼
児
～
大
人
。
ク
ラ
ブ
生
に
よ

る
合
同
発
表
会
。
合
唱
、
筝
、
茶
道

（
表
千
家
）、
花
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
落

語
、
リ
コ
ー
ダ
ー
。
お
茶
席
も
あ
り

ま
す
（
大
人
300
円
・
子
ど
も
100
円
）。

◆
タ
ン
ポ
ポ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

14
日
㈰
午
前
10
時
～
、
対
象
・
小
学

生
～
大
人
。
当
日
自
由
参
加
。
く
わ

し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
IN
み
な
と
や
ま
公
園

22
日
㈪
㈷
午
後
１
時
～
４
時
、
対

象
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。
20
組
。

無
料
。
湊
山
公
園
で
自
然
を
感
じ
よ

う
！
電
話
受
付
中
。（
雨
天
の
場
合

は
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
）

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
協
力
・

み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
と
祝
日
の
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
。
屋
外
に

冒
険
遊
び
場
を
開
園
。
対
象
・
幼
児

～
大
人
。
無
料
。
子
ど
も
会
等
団
体

利
用
可
（
団
体
利
用
は
要
申
込
）。

◆
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張

事
業
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

工
作
、
昔
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
天
体
観
測
な

ど
。
く
わ
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ

瓊た
ま

子こ

内な
い
し
ん
の
う

親
王
を
は
じ
め
、
米
子
に
ゆ

か
り
の
あ
る
貴
人
伝
説
の
歴
史
的
背

景
に
つ
い
て
の
講
演
。

22
日
㈪
㈷
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、

会
場
：
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階
中

会
議
室
、講
師
：
坂さ

か

田た

友と
も
ひ
ろ宏
さ
ん（
伯

耆
文
化
研
究
会
会
長
）、
定
員
100
人
、

申
込
不
要
、
資
料
代
300
円

◆
淀
江
ウ
ォ
ー
ク
「
淀
江
の
魅
力
再

発
見
」

妻
木
山
を
徒
歩
で
登
り
、
妻
木
晩
田

遺
跡
展
示
施
設
「
弥
生
の
館
む
き
ば

ん
だ
」
と
晩
田
１
・
２
・
31
号
墳

を
見
学
し
ま
す
。
5.1
㎞
コ
ー
ス
、
健

脚
向
き
。

４
月
11
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～
午
後

３
時
、
集
合
・
解
散
場
所
：
Ｊ
Ｒ
淀

江
駅
、
定
員
20
人
、
参
加
費
500
円
、

申
込
受
付
は
11
日
㈭
～
。

昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
第
13
回
歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

坂さ
か
が
み
た
つ

上
達
也や

さ
ん
、坂さ

か
が
み上
和わ

か

こ

佳
子
さ
ん
、

北き
た

野の

ま

ゆ

み

真
由
美
さ
ん
に
よ
る
ク
ロ
マ

チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
ピ
ア
ノ
の
演

奏
。
日
本
の
四
季
メ
ド
レ
ー
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
ン
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ダ
ン
ス
、

ス
ワ
ニ
ー
川
ほ
か
。

４
月
16
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30

分
、定
員
65
人
、 

参
加
費
500
円（
コ
ー

ヒ
ー
、
お
菓
子
つ
き
）、
要
前
売
券
。

前
売
券
販
売
は
17
日
㈬
～
。

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時



有

料

広

告

◆
平
成
21
年
度
米
子
市
美
術
館
常

設
展
Ⅲ
「
香こ

う

田だ

勝か
つ

太た

と
麓ろ

く
じ
ん人
会
の
仲

間
達
」

太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
中
央
画
壇
で

活
躍
し
て
い
た
鳥
取
県
西
部
の
画
家

た
ち
は
、
相
次
い
で
郷
里
に
疎
開
し

ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
間
も
な
い
昭

和
20
年
頃
、
洋
画
家
で
あ
る
香
田
勝

太
ら
の
呼
び
か
け
で
、
郷
土
の
芸
術

文
化
の
復
興
普
及
と
向
上
を
願
い
、

大
山
山
麓
に
住
む
文
化
人
の
集
団
の

意
味
を
込
め
て
同
会
を
「
麓
人
会
」

と
命
名
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
香

田
勝
太
作
品
と
香
田
と
交
流
の
あ
っ

た
当
時
の
麓
人
会
参
加
作
家
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

会
期
：
３
月
７
日
㈰
～
28
日
㈰

［
毎
週
水
曜
日
休
館
］

観
覧
料
：
一
般
310　

円
、
高
校
・
大

学
生
150　

円
、
※

（　）
内
は
15
人
以
上

の
団
体
、
中
学
生
以
下
の
方
、
70
歳

以
上
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方（
付

添
い
１
人
含
む
）の
料
金

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

３
日
、
17
日
、
24

日
。
た
だ
し
、
12
日
～
16
日
、
18
日

は
展
示
替
え
作
業
の
た
め
閉
館
。

◆
自
然
観
察
会
「
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の

北
帰
行
を
見
送
ろ
う
！
」

ま
た
来
年
、
無
事
に
帰
っ
て
来
て
く

れ
る
事
を
願
っ
て
、
旅
立
つ
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
を
見
送
り
ま
し
ょ
う
。

６
日
㈯
午
前
７
時
～
８
時
、
申
込
不

要
。
ど
な
た
で
も
参
加
可
。
集
合
：

水
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
中
海
の
未
来
を
子
ど
も
と
語
る
会

中
海
周
辺
で
環
境
保
全
に
取
り
組
む

大
人
、
子
ど
も
の
活
動
発
表
と
、
中

海
ク
イ
ズ
大
会
を
開
催
。

６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時
、
申

込
不
要
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
無
料
。
会
場
：
水
鳥
公
園

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
鳥
の
パ
ズ
ル

に
色
を
塗
ろ
う
！
」

ハ
ク
チ
ョ
ウ
ま
た
は
カ
ワ
セ
ミ
の
パ

ズ
ル
に
色
を
塗
っ
て
、
自
分
好
み
に

仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。

21
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午
。
小
学
生

以
上
先
着
20
名
・
要
申
込
・
材
料
費

1,000
円
（
入
館
料
込
）。
会
場
：
水
鳥

公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

＊
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
は
、
入
館
料

（
高
校
生
～
69
歳
：
300
円
）
が
必
要
。

開
館
時
間

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
、
土
・
日
・
祝
日
／
午
前
７
時

～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

◆
つ
つ
じ
読
書
会

６
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

「
悲
し
き
熱
帯
」
Ⅰ
（
後
半
）
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
著　

川か
わ

田だ

順じ
ゅ
ん

造ぞ
う

訳

（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）。

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』
宇う

の野
哲て

つ

人と

著
（
講

談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い

篇
」。

◆
お
は
な
し
会

毎
週
木
曜
日
（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん

か
）・
19
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）。

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
、
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
、
紙
芝
居
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
わ
ら
べ
う
た
な
ど
。

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
３
月
例
会

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・
大
会
議
室

▼「
知
ら
れ
ざ
る
横よ

こ

田た

内な
い
ぜ
ん膳

の
横
領
」

　

発
表
者
：
酒さ

か

井い

教き
ょ
う

仁に
ん

さ
ん

▼
「
か
ま
ぎ
よ
め
」
に
つ
い
て

　

発
表
者
：
内な

い
と
う藤
佐さ

や

こ

弥
子
さ
ん　

◆
古
文
書
研
究
会

27
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
、大
会
議
室
、

「
新
修
米
子
市
史　

近
世
」
関
連
史

料
を
読
む
、
講
師
：
山や

ま
ふ
じ
り
ょ
う
じ

藤
良
治
さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー（
原
則
事

前
申
込
）

４
日
㈭
午
後
１
時
～
２
時
30
分
、
大

会
議
室
、「
高
齢
期
の
ス
ト
レ
ス
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」、
㈳
鳥
取
県
高

齢
・
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
（
☎

０
８
５
７
―
32
―
８
２
６
１
）。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
等
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

９
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
特
設
文
庫
室
。

「
特
許
情
報
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

23
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
㈳
発
明
協
会
鳥

取
県
支
部
（
☎
０
８
５
７
―
52
―

６
７
２
８
）。

◆
起
業
融
資
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

10
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時
、
大
会
議

室
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子
支
店

主
催
（
☎
34
―
５
８
２
１
）

◆
働
く
気
持
ち
応
援
セ
ミ
ナ
ー

14
日
㈰
午
後
２
時
、
大
会
議
室
、「
雇

用
創
出
で
地
域
を
元
気
に
！
～
エ

ヌ
・
イ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
の
挑
戦
か
ら

～
」、
講
師
：
㈲
エ
ヌ
・
イ
ー
・
ワ
ー

ク
ス
社
長　

三
澤　

誠
さ
ん

◆
環
日
本
海
連
続
講
座　
第
３
回

20
日
㈯
午
後
２
時
～
、
講
師
：
藤ふ

じ

井い

浩こ
う

基き

さ
ん（
島
根
大
学
教
育
学
部
准

教
授
）、
演
題（
第
３
回
）「
高た

か

木ぎ

東と
う
ろ
く六

と
韓
国
・
朝
鮮
」
―
歌
劇
「
春
香
」
―
。

◆
む
き
ば
ん
だ
や
よ
い
塾　

公
開
講

座
「
邪
馬
台
国
を
考
え
る
」

６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
記
念
講

演
「
大
和
説
の
立
場
か
ら
」
講
師
：

金か
な
せ
き関
恕ひ

ろ
しさ
ん
（
大
阪
府
立
弥
生
文
化

博
物
館
館
長
）、
参
加
費
1,500
円
、
要
予

約
、
む
き
ば
ん
だ
や
よ
い
塾
事
務
局

（
☎
080
―
１
９
１
５
―
６
６
６
４
）

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31

日
（
月
末
資
料
整
理
）

米
子
水
鳥
公
園



３月に見られる水鳥公園の生きものたち
コハクチョウの北帰行、ハシビロガモ、オナガガモなどのカモ類、ノスリなどのタカ類、
ツルシギなどシギ・チドリ類、オオジュリン、ツグミなどの小鳥類。

新米子の文化財
「描かれた弥生の戦士」　　絵画土器　日

ひ

吉
え

塚
づ か

古墳出土
　頭に羽根飾り、盾を持ち武器を構え、今まさに挑みかかろうとする人物。
左側の部分は失われていますが、盾と羽根飾りの一部が見え、この人物に
対
たい

峙
じ

して武器と盾を構えるもう一人の人物が描かれていたのでしょう。二
人の戦士が戦う様子を表現したものと考えられます。
　この絵画は、淀江町中西尾の日吉塚古墳から出土した土器の破片に描か
れています。土器は今から約2000年前の弥生時代中期に作られた大型の壺

つぼ

の破片で、古墳が造られた際に盛土の中に紛れ込んだものです。この時代
以降、西日本を中心に絵画を描いた土器や銅

どうたく

鐸が多数出土しており、淀江
平野の妻

む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺跡や角
すみ

田
だ

遺跡からも羽根飾りを付けた人物を表した絵画
土器が発見されています。
　中国の歴史書『漢書』には、この頃、倭

わ

国
こく

に百
ひゃく

余
よ

国
こく

が存在していたこと
が記されており、弥生時代中期から後期にかけて、敵の侵入を防ぐ為に周
囲に壕

ほり

をめぐらしたムラや山の上に営まれたムラが各地で増えています。
鳥取市の青

あお

谷
や

上
かみ

寺
じ

地
ち

遺跡では戦いによって殺された人々の骨が多数見つ
かっており、時には互いの勢力が争い合っていたと考えられています。私達の祖先が土器に戦士達の姿を描い
た背景には、このような社会情勢が反映されたのかもしれません。
　日吉塚古墳出土の絵画土器は、山陰歴史館に展示しています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　ネイチャーセンター正面の浅瀬で、頭を水に突っ込んだまま忙しく泳ぎ回っているカモがいます。これはハシビロガモ
です。名前のとおり、他のカモよりもくちばしが幅広く、大きいのが特徴です。

　ハシビロガモは、幅広いくちばしの縁にある目の細かい突起で、水中
に漂っているプランクトンなどを漉しとって食べます。プランクトンを
主食とした結果、それに都合が良い独特なくちばしを持つように進化し
ていったのでしょう。
　ハシビロガモの食事風景は、他のカモよりも忙しそうです。小さなプ
ランクトンを食べているので、充分な量の食物を得るのが大変なのかも
しれません。
食べ物が足りないためか、水鳥公園のハシビロガモたちは、興味深い行
動を見せるようになりました。2004年３月に気付いたのですが、何と潜
水するようになったのです。

　本来、ハシビロガモは水面近くの食べ物を食べるカモで、深くても逆立ちする程度で潜水することはありません。とこ
ろが、水鳥公園のハシビロガモは、翼を半開きにして水中に飛び込み、10 秒以上も潜水するのです。しかも、特定の個体
だけではなく、たくさんのハシビロガモが当たり前のように潜っているのです。恐らく、池の底で採食しているのだと思
いますが、ハシビロガモが潜

もぐ

ることは鳥の図鑑に載っておらず、私も水鳥公園以外では見たことがありません。
　独特な形のくちばし、色鮮やかな姿、ユニークな食べ物探しと、ハシビロガモは観察していてとても面白いカモです。
ぜひ皆さんに、水鳥公園で生のハシビロガモを観察して頂きたいと思います。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成22年２月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,475人 ( －33人)　男性 71,443人 ( ＋7人)　女性 79,032人 ( －40人)　世帯数 62,605世帯 ( ＋28世帯)

水鳥公園からのたより

ハシビロガモ
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